


　
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
で
土
砂

災
害
の
危
険
区
域
や
浸
水
想
定
区
域

な
ど
を
確
認
し
、
避
難
経
路
の
危
険

性
も
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
９
月
17
日
に
福
岡
県
に
上
陸
し
た

台
風
14
号
。
高
知
県
内
で
も
停
滞
前
線
の

活
動
が
活
発
と
な
り
、
17
日
明
け
方
か
ら

局
地
的
に
猛
烈
な
雨
が
降
り
ま
し
た
。
窪

川
観
測
所
で
は
、
６
時
間
降
水
量
が
観
測

史
上
最
大
と
な
る
３
０
２
ミ
リ
を
観
測
。

　
そ
の
結
果
、
町
内
で
は
土
砂
災
害
や
浸

水
被
害
が
発
生
し
、
一
部
地
域
で
は
断
水

が
生
じ
る
な
ど
、
各
地
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
中
で
も
被
害
が
大
き
か
っ
た
志
和
地
区

で
は
、
山
か
ら
流
れ
て
き
た
大
量
の
土
砂

が
谷
川
や
水
路
に
流
れ
込
み
、
床
上
浸
水

５
件
、
床
下
浸
水
31
件
と
い
う
大
き
な
浸

水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ア

プ
リ
な
ど
の
様
々
な
情
報
ツ
ー
ル
の

中
か
ら
、
自
分
に
合
っ
た
使
い
易
い

も
の
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
最
新
の
防
災
情
報
を
収
集
す
る
こ

と
で
、
身
に
迫
る
危
険
を
事
前
に
予

測
し
、
素
早
い
避
難
行
動
へ
と
繋
げ

ま
し
ょ
う
。

　
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
５
段
階
警
戒

レ
ベ
ル
を
参
考
に
避
難
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
し
っ
か
り
理
解
し
、
災
害
の
危

険
性
が
あ
る
場
合
は
レ
ベ
ル
４
ま
で

に
必
ず
避
難
を
完
了
し
ま
し
ょ
う
。

　
台
風
や
線
状
降
水
帯
に
よ
る
大
雨

は
、
あ
る
程
度
、
事
前
に
予
測
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
豪
雨
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に

は
、「
①
事
前
の
備
え
」「
②
最
新
情
報

の
入
手
」「
③
速
や
か
な
避
難
」
が
鉄

則
と
な
り
ま
す
。

水路を埋めつくした土砂 農地へ流れ込んだ大量の土砂洗浄して乾かす雨戸

　被災した方々は、「こんな経験は初めて」、「まさかこんなことになるとは思いもよらなかった」と言い
ます。近年の異常気象では、同様の災害がどこで発生してもおかしくない状況となっています。だから
こそ、「命を守る術」、「日常生活を取り戻す術」を知っておく必要があります。

地区の区長や民生委員、自主防災組織等へご相談を！
「被害に遭った家財道具を片付けたいが自分だけでは無理」「被害状況を見に来てほ
しい」など、困ったことがあれば、まずは相談するようにしてください。

②浸水の深さが分かるように！①建物の四方向から！

いいえ！決められた分別・排出ルールがあります！

　
近
年
全
国
各
地
で
豪
雨
災
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
本
格
的
な
台
風
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
る
前
に
、
今
一
度
、
風
水
害
へ
の

備
え
を
見
直
す
と
と
も
に
、
万
が一、
被

災
し
て
し
ま
っ
た
場
合
の
対
応
に
つい
て
も

事
前
に
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
は
、
昨
年
、
志
和
地
区
を
中
心

に
大
き
な
水
害
を
も
た
ら
し
た
実
例
を

も
と
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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お知らせ お知らせ

後 期 高 齢 者 医 療 被 保 険 者 の 皆 さ ま へ

② 被保険者証の更新について

③「限度額適用・標準負担額減額認定証」および「限度額適用認定証」について

① 令和４・５年度の保険料率が決定しました

　８月１日から被保険者証が変わります。新しい被保険者証は、７月下旬に送付します。
　なお、令和４年 10 月からの窓口負担割合の見直しに伴い、令和４年度は被保険者証を
全員に２回、交付します。

　住民税非課税世帯の方は、「限度額適用・標準負担額減額認定証」を提示することにより、医療費の自己負担額や入院時
の食事代が軽減されます。また、住民税課税所得 145 万円以上 690 万円未満の方は、「限度額適用認定証」を提示するこ
とにより、医療費の自己負担額が軽減されます。
　現在、上記いずれかの認定証をお持ちで、８月以降も引き続き対象となる方には、７月下旬に新たな認定証を送付します。
認定証については、２回交付となりませんので、ご注意ください。
　現在、認定証をお持ちでなく、交付を希望される方は、被保険者証を持参して手続きをお願いします。

　高知県の後期高齢者の医療費は毎年増加しているため、医療保険が負担する費用も
増加しています。
　基金を活用しながら将来にわたって安定した制度運営を行っていくために、令和
４・５年度の保険料率については、令和２・３年度の保険料率（被保険者均
等割額 54,316 円・所得割率 10.49%）から引き上げることとなりました。

［お問い合わせ先］　町民課　

((

22-3117　　大正町民生活課　

((

27-0112　　十和町民生活課　

((

28-5112

♦令和４・５年度の保険料の計算方法

１人あたりの
年間保険料（※ 1）

（100 円未満切捨て）
＝ ［被保険者均等割額］

55,500 円 ＋ ［所得割額］
賦課基準額 ( ※ 2) × 10.50％

( ※ 1) 1 人あたりの年間保険料の上限は 66 万円です。( 令和 2・3 年度は 64 万円でした。)
( ※ 2) 賦課基準額とは、総所得金額等（被保険者の前年中の収入額から各種控除や必要経費を除いた所得の合計額）から基礎控除

額（43 万円）を差し引いた額です。

１回目（７月下旬） 令和４年 ８月 1 日から令和４年９月 30 日までの被保険者証（若草色）

２回目（９月下旬） 令和４年 10 月 1 日から令和５年７月 31 日までの被保険者証（水色）

　この度、高知県地球温暖化防止県民会議総会におきまして、会長表彰を受賞しましたので
お知らせします。
　本町では、SDGs 推進の取り組みの１つとして、民間事業者や高知大学と連携し、家庭に
おける「食品ロス」の削減をテーマとした取り組みを推進してきました。
　町内の保育所や小学校で、年齢に応じた「食品ロスや SDGs についての出前授業」の実施をしたり、家庭での食
品ロスモニター調査を行うなど、SDGs の推進に向けた産学官連携の取り組みが評価され、この度の受賞にいたっ
たものです。
　今後も SDGs の推進に向けて、普及啓発に取り組んでいきますので町民の皆様のご理解とご協力をお願いします。

６/27 に株式会社アッシェの須江社長とマスコットキャラクターの
もぐにぃ、高知大学地域コーディネーターの梶先生に来庁していただ
きました。

高知県地球温暖化防止県民会議会長表彰を受賞しました！
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お知らせ

　令和４年７月 11 日より、須崎税務署の受付窓口が２階に変更となりました。ご来庁の際は、お間違いのないよう
よろしくお願いします。

［お問い合わせ先］　須崎税務署　

((

0889-42-2355

須 崎 税 務 署 か ら の お 願 い

書面による提出は「業務センター　高知分室」へ

国税に関する一般的なご相談は「電話相談センター」へ

税務署での面接相談は、事前予約が必要です

受付窓口が２階に変更となりました

　令和４年７月 11 日から、須崎税務署に書面で申告書、申請書等を提出する場合は、下記の業務センターへ郵送をお
願いします。
　書面の申告書・申請書等を、業務センターへ直接持ち込むことはできません。
　なお、e-Tax 等によりデータで提出する場合は、従来どおり須崎税務署へ送信してください。

　国税庁では、税務署における内部事務（※１）の効率化・高度化を図るとともに、納税者の皆様の利便性の向上や外
部事務の充実・高度化を目指し、「内部事務のセンター化」を実施しています。 
　須崎税務署につきましても、令和４年７月 11 日から「内部事務のセンター化」の対象署となり、内部事務を高松国
税局業務センター高知分室において集約処理します。
※１　内部事務とは、申告書の入力処理、申告内容についての照会文書の発送などの事務をいいます。　
※２　「内部事務のセンター化」は、所轄税務署を変更するものではありません。

　国税に関する一般的なご相談は、電話相談センターをご利用ください。税務に精通した国税局の職員がお答えします。
◆電話相談センター
①須崎税務署に電話をかけます（須崎税務署 ((0889-42-2355）
②音声案内に従い、「１」※を選択
※インボイス制度及び消費税の軽減税率制度に関するご質問やご相談は「３」を選択してくだ
さい。軽減・インボイスコールセンターのオペレータまたは税務に精通した国税局の職員
がご相談をお受けします。

③音声案内に従い、相談内容の番号を選択
④相談内容に応じて、税務に精通した国税局の職員がお答えします

※確定申告期を除きます。
　税務署では、面接相談については事前予約制としています。
　面接相談をご希望される場合には、事前に須崎税務署に電話でご連絡の上、相談日時をご予約いただくようお願いし
ます（音声案内に従い「２」を選択してください。）。
※詳しくは国税庁ホームページをご覧ください。

【送付先】
　〒 780-8667　高知市栄田町２丁目２番 10 号
　高知よさこい咲都合同庁舎　高松国税局業務センター　高知分室
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■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
接
種
に

つ
き
ま
し
て
は
、
対
象
者
が
２
回
接
種
を

完
了
し
た
12
歳
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
本

町
に
お
い
て
は
令
和
４
年
５
月
末
に
お
い
て

１
０
，８
５
２
人
が
接
種
し
、
接
種
率
は

83
・
9
％
、
重
症
化
が
心
配
さ
れ
る
65
歳

以
上
の
方
で
は
94
・
9
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
５
月
25
日
に
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
実
施
の
指
示
が
あ
り
ま
し
た
４
回
目
接

種
に
つ
い
て
は
、
重
症
化
予
防
対
策
に
重

点
が
置
か
れ
た
た
め
、
接
種
対
象
者
は
、

３
回
目
接
種
日
か
ら
５
カ
月
を
経
過
す
る

60
歳
以
上
の
方
と
、
18
か
ら
59
歳
の
方
に

つ
い
て
は
、
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
、
ま

た
は
、
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
と
医
師
が

認
め
た
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
本
町
で
は
、
３
回
目
接

種
を
完
了
し
た
60
歳
以
上
の
方
が
約
７
，

３
０
０
人
、
18
歳
か
ら
59
歳
の
方
が
約
３
，

６
０
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら

の
方
に
接
種
券
の
発
送
な
ど
、
接
種
体
制

の
確
保
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

接
種
の
開
始
は
、
医
療
従
事
者
及
び
高

齢
者
施
設
等
の
入
居
者
・
従
事
者
の
方
は
、

６
月
か
ら
接
種
対
象
と
な
る
た
め
、
関
係

機
関
と
調
整
で
き
次
第
、
順
次
接
種
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
一般
の
方
へ
の
接
種
は
、
７
月
か

ら
接
種
対
象
者
が
増
加
す
る
た
め
、
個
別

接
種
を
７
月
11
日
か
ら
町
内
の
医
療
機
関

に
お
い
て
接
種
枠
を
拡
大
し
対
応
し
ま
す
。

集
団
接
種
は
、
7
月
23
日
「
き
ら
ら
大

正
」、
24
日
「
改
善
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て

再
開
し
、
毎
週
土
曜
日
と
日
曜
日
に
行
う

よ
う
に
医
療
機
関
と
調
整
し
て
い
ま
す
。

　
一般
の
方
へ
の
接
種
券
発
送
は
、
７
月
１

日
以
降
60
歳
以
上
の
対
象
者
の
方
に
順
次

配
達
す
る
予
定
で
す
。
接
種
券
が
届
き
ま

し
た
ら
、
予
約
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
予
約
い

た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
回
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い

る
電
話
予
約
の
混
雑
対
策
と
し
て
、
接
種

券
の
発
送
を
週
３
回
に
分
け
て
、一定
量
ず

つ
配
達
し
、
予
約
セ
ン
タ
ー
利
用
の
分
散

を
図
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約

も
７
月
５
日
か
ら
開
始
し
、
平
行
し
て
受

付
を
行
い
ま
す
。

　

18
歳
以
上
の
方
で
３
回
目
接
種
か
ら
５

カ
月
以
上
経
過
す
る
方
に
は
、
接
種
希
望

を
確
認
す
る
「
申
請
書
」
を
送
付
し
、
接

種
条
件
等
を
確
認
の
上
、
申
請
の
あ
っ
た

方
か
ら
、
順
次
接
種
券
を
発
送
し
ま
す
。

　
以
上
の
内
容
が
、
本
町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
４
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
概
要
で
、

町
内
医
療
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
接
種
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

■
移
住
・
定
住
施
策

　

移
住
・
定
住
施
策
の
こ
れ
ま
で
の
実
績

に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
の
第
２
回
四
万
十

町
議
会
臨
時
会
の
所
信
表
明
で
も
ご
報
告

し
た
と
お
り
、
四
万
十
川
を
は
じ
め
と
す

る
本
町
の
強
み
を
生
か
し
た
積
極
的
な
情

報
発
信
や
観
光
振
興
の
ほ
か
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
通
じ
た
関
係
人
口
の
創
出
、
さ
ら

に
は
移
住
・
定
住
へ
と
繋
げ
る
た
め
の
支
援

制
度
や
住
宅
施
策
の
充
実
な
ど
、
様
々
な

分
野
・
視
点
か
ら
積
極
的
に
進
め
て
き
ま

し
た
。

　
特
に
、昨
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、移
住・

定
住
促
進
と
あ
わ
せ
て
本
町
の
人
材
確
保

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、新
た
に
「
奨

学
金
等
返
還
支
援
補
助
金
」
制
度
を
始
め

た
ほ
か
、
町
が
空
き
家
を
借
り
受
け
て
整

備
し
移
住
・
定
住
用
と
し
て
賃
貸
し
て
い
る

「
中
間
管
理
住
宅
」
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
の
年
間
５
棟
の
整
備
目
標
か
ら
令
和

３
年
度
に
は
目
標
を
引
き
上
げ
７
棟
を
整

備
し
、
本
年
度
以
降
は
さ
ら
に
年
間
15
棟

を
目
標
に
整
備
を
進
め
る
な
ど
、
施
策
の

充
実
も
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
高
知
県
の
発
表
に
よ
り
ま

す
と
、
昨
年
度
に
お
け
る
県
内
市
町
村

別
の
県
外
か
ら
の
移
住
者
数
は
、
本
町
が

高
知
市
に
次
い
で
２
番
目
と
な
る
85
組
・

１
１
４
人
の
実
績
と
な
り
、
さ
ら
に
県

内
を
含
め
た
町
外
か
ら
の
移
住
者
数
は
、

１
３
８
組
・
１
８
７
人
と
な
っ
た
ほ
か
、
数

多
く
の
出
版
物
を
手
掛
け
る
「
宝
島
社
」

が
毎
月
発
行
し
て
い
る
雑
誌
「
田
舎
暮
ら

し
」
で
は
、「
２
０
２
２
年
版
住
み
た
い

田
舎
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
お
い
て
、
昨
年
に

続
き
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
東

京
都
内
を
除
く
全
国
７
５
１
市
町
村
の
中

で
「
人
口
１
万
人
以
上
３
万
人
未
満
の
ま

ち
」は
２
２
５
市
町
村
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
う
ち
「
若
者
世
代
・
単
身
者
が
住
み

た
い
田
舎
部
門
」
で
４
位
、「
子
育
て
世

代
が
住
み
た
い
田
舎
部
門
」
で
12
位
、「
シ

ニ
ア
世
代
が
住
み
た
い
田
舎
部
門
」
で
11

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
四
国
エ
リ
ア

全
体
で
は
、
人
口
規
模
に
関
わ
ら
ず
回
答

し
た
全
48
市
町
村
中
、「
若
者
世
代
・
単

身
者
」
で
第
３
位
、「
子
育
て
世
代
」
で

６
位
、「
シ
ニ
ア
世
代
」
で
５
位
と
な
る
な

ど
、本
町
が
目
指
す“

住
ん
で
み
た
い
ま
ち・

住
み
続
け
た
い
ま
ち”

と
し
て
、
全
国
的
に

も
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
先
の
所
信
表
明
で
も
申
し
上

げ
た
と
お
り
、
移
住
・
定
住
施
策
の
具
体

的
な
方
向
性
と
し
て
「
農
山
村
地
域
へ
の

若
者
の
定
住
促
進
」
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
要
と

な
る
各
集
落
や
周
辺
地
域
に
お
け
る
担
い

手
の
確
保
と
集
落
機
能
の
維
持
活
性
化
に

向
け
、
子
育
て
支
援
や
住
宅
施
策
を
中
心

に
、
農
山
村
地
域
へ
の
若
者
の
定
住
促
進

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
令
和
４
年
度
電
波
の
日
・
情
報
通

信
月
間
四
国
総
合
通
信
局
長
表
彰

　

本
町
で
は
、
平
成
30
年
度
に
総
務
省
の

Ｉ
Ｏ
Ｔ
実
装
推
進
事
業
に
よ
り
、
ド
ロ
ー
ン

や
各
種
セ
ン
サ
ー
等
の
Ｉ
Ｏ
Ｔ
技
術
を
推

進
す
る
こ
と
で
、
防
災
や
教
育
、
農
業
な

ど
様
々
な
分
野
で
の
課
題
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
先
進
的
な
取
り
組
み
が
評
価

を
さ
れ
、
去
る
６
月
１
日
に
松
山
市
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
令
和
４
年
度
電
波
の
日
・

情
報
通
信
月
間
記
念
式
典
に
お
い
て
、
四

国
総
合
通
信
局
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。
今
回
の
受
賞
を
契
機
と
し
て
今
後
も

ド
ロ
ー
ン
等
を
活
用
し
、
地
域
活
性
化
や

地
域
課
題
解
決
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、一層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

工　事　名　など 工事場所など 落札業者名 契約金額　（円） 入札日 工    期

令和 4 年度（3 繰）3 災　第 371 号 
一級水系普通河川　トビノコ谷川　河川災害復旧工事 広瀬 ㈲十和建設 4,664,000 5/12 5/19~8/31

令和 4 年度（3 繰）災害　第 4-24 号 
戸川地区　がけくずれ住家防災対策工事 戸川 大東建設㈱ 12,045,000 5/12 5/19~9/30

令和 4 年度（3 繰）災害　第 4-25 号 
昭和地区　がけくずれ住家防災対策工事 昭和 伊藤（元）建設 11,825,000 5/12 5/19~9/30

令和 4 年度（3 繰）災害　第 4-26 号 
昭和地区　がけくずれ住家防災対策工事 昭和 ㈲岡田建設 8,965,000 5/12 5/19~9/30

令和 4 年度　防安金　第 6-3-1 号 
町道　川ノ内芳川線　道路改良工事 芳川 ㈱井原組 9,713,000 5/12 5/19~11/30

令和 4 年度（3 繰）3 災　第 114 号 
一級水系普通河川　上長田谷川　河川災害復旧工事 上岡 ㈲西村建設 5,368,000 5/12 5/19~12/28

令和 4 年度（3 繰）　3 災　第 355 号 
一級水系普通河川　扇子ダバ谷川　河川災害復旧工事 打井川 ㈲西村建設 5,423,000 5/12 5/19~12/28

令和 4 年度（3 繰）　3 災　第 358 号 
町道　古味野々下道線　道路災害復旧工事 下道 ㈱田邊建設 18,667,000 5/12 5/19~2/28

令和 4 年度（3 繰）3 災　第 388 号 
一級水系普通河川　下モ窪谷川　河川災害復旧工事 東大奈路 ㈲谷脇興業 2,959,000 5/19 5/26~12/20

令和 4 年度（3 繰）3 災　第 394 号 
一級水系普通河川　上ハ屋敷谷川　河川災害復旧工事 東大奈路 ㈲谷脇興業 3,322,000 5/19 5/26~12/20

令和 4 年度（3 繰）3 災　第 372 号 
一級水系普通河川　羽立川　河川災害復旧工事 家地川 ㈲トシマ建設 3,938,000 5/19 5/26~12/20

令和 4 年度　旧丸山小学校体育館屋根改修工事 東川角 ㈲谷渕住設 22,261,800 5/26 6/2~9/20

令和 4 年度　茂串ポンプ場防災倉庫整備工事（建築主体） 茂串町 ㈲三浦建設 129,030,000 5/26 議決日翌日
~2/28

令和 4 年度　海洋堂ホビー館四万十改修工事 打井川 ㈱田邊建設 3,366,000 5/26 6/2~12/23

令和 4 年度　茂串ポンプ場防災倉庫整備工事（電気設備） 茂串町 是信電設㈱ 17,820,000 5/26 6/2~2/28

令和 4 年度　茂串ポンプ場防災倉庫整備工事（機械設備） 茂串町 ㈲岩本商店 11,627,000 5/26 6/2~2/28

令和４年度　入　札　結　果　（令和４年５月実施分）

※ 予定価格 250 万円以上の工事・委託業務についてのみ公表しています。　契約金額は、消費税及び地方消費税込みの金額。

今月号掲載予定となっておりました、中尾町政解説についての記事は、紙面の都合により掲載できておりません。深くお詫び申し上げます。
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　令和 4 年度の国民健康保険税の最高限度額 (1 世帯
あたり）が 99 万（医療分 63 万円、支援分 19 万円、
介護分 17 万円）から 102 万円（医療分 65 万円、
支援分 20万円、介護分 17万円）に変更となります。
　なお、世帯に 40 歳以上 65 歳未満の被保険者がい
ない場合は、85万円（医療分65万円、支援分20万円）
が最高限度額となります。

　子育て世帯の経済的負担を軽減するため、令和 4
年度から未就学児（※）の保険税の「均等割額」につ
いて 5割を減額します。
　所得の基準による保険税の軽減措置に該当する世帯
の場合は、その適用後の均等割額を更に 5 割減額し
ますので、例えば 7 割軽減世帯の未就学児の方は、
残りの 3 割について 5 割を減額するため、合わせて 
8.5 割の軽減になります。

※これらの変更は令和 4 年度課税分より適用されます。みなさまのご
理解をよろしくお願いします。

※令和 5 年 3 月 31 日時点で 0～6 歳の被保険者の方（令和 4 年度
においては平成 28年 (2016 年） 4 月 2 日以降生まれの方）

※未申告世帯については、 減額適用されませんので所得の申告をお願
いします。

7/8（金）
7/8（金）
7/13（水）

所得の状況に
よる軽減割合

お知らせ
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お知らせ お知らせ

募集種目 資格 受付期間 試験期日 合格発表
一般曹候補生 一般

的
な
自
衛
官

１８歳以上３３歳未満の者
(３２歳の者は採用予定月
の末日現在３３歳に達し
ていない者)

７月１日(金)
　～９月５日(月)

１次：  ９月１７日(土)
２次：１０月８(土)・９日(日)の内1日

１次 ：１０月３日(月)
最終：１１月1５日(火)

自衛官候補生
年間を通して受付
を行っています。
(定員になり次第受
付を終了致します)

９月１７日(土)
１１月５日(土)～９日(水)
１２月３日(土)～７日(水)
１月２１日(土)～２５日(水)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※１１月以降はweb試験を行います。

試験日にお知らせします。
（合格発表日）

防衛大学校
学生

一般

１８歳以上２１歳未満の者
高卒者(見込含)または高専３年
次修了者(見込含)

７月１日(金)
 ～１０月２６日(水)

１次：１１月５(土)・６日(日)
２次：１２月６(火)～１０日(土)の内　1日

１ 次：１１月２４日(木)
最終：令和５年１月２０日(金)

推薦
９月５日(月)

～９月９日(金)

９月２４日(土)・２５日(日) １０月２８日(金)   
総合
選抜

１次：９月２４日(土)
２次：１０月２９日(土)・３０日(日)

１ 次：１０月１４日(金)
最終：１１月２４日(木)

防衛医科大学校
医学科学生

７月１日(金)
～１０月１２日(水)

１次：１０月２２日(土)
２次：１２月１４日(水)～１６日(金)の内1日

１ 次：１２月１日(木)
最終：令和５年１月３１日(火)

防衛医科大学校
看護学科学生

７月１日(金)
～１０月５日(水)　

１次：１０月１５日(土)
２次：１１月２６日(土)・２７日(日)の内１日

１ 次：１１月１１日(金)
最終：令和５年２月３日(金)

航空学生
※海空自衛隊の

　パイロットを養成

海：１８歳以上２３歳未満の者高
卒者(見込含)または高専３
年次修了者(見込含)

空：１８歳以上２１歳未満の者(高
卒者(見込含)または高専３
年次修了者(見込含)

７月１日(金)
～ ９月８日(木)

１次：９月１９日(月)
２次：１０月１５日(土)～２０日(木)の内1日
３次：(海)１１月１８日(金)～１２月１４日(水)
　　(空)１１月１２日(土)～１２月１５日(木)

１ 次：１０月７日(金)
2 次：(海)１１月９日(水)

(空))11月４日(金)
最終：令和５年１月１７日(火)

令和４年度 自衛官等採用案内

※お問い合わせは市町村窓口、または下記へお気軽にどうぞ。パンフレット等もございます。
　〒785－0041　自衛隊高知地方協力本部須崎地域事務所　須崎市西崎町３２５－２　 ((０889-42-7186

四万十町に住民登録のある方全員

高幡消防組合消防職員採用資格試験の実施

▼採用予定年月日　令和 5 年 4 月 1 日

▼試験区分　消防士（初級）

▼採用予定人員　若干名

▼勤務署　四万十清流消防署または西分署

▼受験資格
①平成 9 年 4 月 2 日から平成 17 年 4 月 1 日までに

生まれた者。ただし、救急救命士の資格を有するも
のにあっては平成 6 年 4 月 2 日以降に生まれた者。

②採用後は勤務地の管内（四万十町内）に居住できる
者

③地方公務員法第 16 条の規定に該当しない者
④その他高幡消防組合消防職員採用規定に準ずる者

▼試験日時及び場所
　【第一次試験】9 月 18 日（日）
　四万十清流消防署本署　古市町 5-1
　【第二次試験】　第一次試験合格者に別途通知

▼受験申込用紙等
高幡消防組合消防本部、四万十清流消防署または西分
署で交付する申し込み用紙に必要事項を記入のうえ応
募してください。
※受験申込用紙等は、高幡消防組合消防本部ホーム

ページにも掲載しています。

▼受付場所
　高幡消防組合本部・四万十清流消防署（本署）

▼受付期間
　7 月 25 日（月）～ 8 月 5 日（金）　
　8：30 ～ 17：15（土・日除く）
　※郵送の場合は、締め切り日時までに必着のこと。
■お問い合わせ先
　高幡消防組合本部　

((

0889-43-1272
　四万十清流消防署本署　

((

22-0001
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健 康 広 場
高 知 県 からの お 知らせ
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Information

▶行政相談…【窪川】行政相談員 森 英真 【大正・十和】行政相談員 山本 安弘
無料相談
（秘密厳守です。）

休日水道修理当番休日在宅当番医

7/16（土） 横山水道設備 ((

22-3608

7/17（日） 岩本商店 ((

22-2716

7/18（月） 日化住宅機器 ((

22-0407

7/23（土） 宮脇水道 ((

22-1581

7/24（日） 高橋設備 ((

22-0662

7/30（土） 桑原水道 ((

22-1163

7/31（日） 横山水道設備 ((

22-3608

8/6（土） 岩本商店 ((
22-2716

8/7（日） 日化住宅機器 ((

22-0407

8/11（木） 宮脇水道 ((

22-1581

7/17（日） 大西病院 ((

22-1191

7/18（月）

くぼかわ病院 ((

22-1111

7/24（日）

7/31（日）

8/7（日）

8/11（木）

8/14（月）

大正診療所でも、休日・夜間の
急患の診療に対応しています。
必ず電話で確認 のうえ受診をお願いします。

((

27-0210

内容 日時 場所 お問い合わせ先

人権相談【十和】 8/4（木） 10:00～15:00 コミュニティセンターとおわ 十和　町民生活課((

28-5112

1日行政相談【窪川】
8/9（火） 10:00～15:00

農村環境改善センター　２階
第１会議室

総務課((

22-3111
9/13（火） 10:00～15:00

１日行政相談【大正】 8/10（水） 10:00～12:00 大正地域振興局　２階　応接室 大正　地域振興局((

27-0111

１日行政相談【十和】 8/10（水） 13:00～15:00 十和地域振興局　２階　第２会議室 十和　地域振興局((

28-5111

！ 休日水道修理当番は窪川地域のみです。
大正・十和地域の方は各地域振興局にお問い合わせください。

大正 地域振興課　



27-0111
十和 地域振興課　



28-5111

※新型コロナウイルス感染症の影響により中止とさせていただく場合があります。

医
　

先
月
に
引
き
続
き
、
睡
眠
の
質
を
あ

げ
る
た
め
に
必
要
な
生
活
習
慣
に
つ
い
て
、

ご一緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

④
昼
間
の
眠
気
で
困
ら
な
い
程
度
の
食
事

量
と
睡
眠
と
は
、
昼
間
に
食
べ
過
ぎ
る
と
眠
気
が
起
こ
り
ま
す
。

食
事
量
は
腹
八
分
目
が
い
い
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、「
8
時
間
以
上
寝
な
い
と
い
け
な
い
」
と
考
え
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
睡
眠
時
間
は
年
を
取
る
と
自
然
と
短
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。
寝
る
時
間
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
は
逆
効
果
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
日
中
の
眠
気
で
困
ら
な
い
程
度
の
自
然
な
睡
眠
が一番

だ
と
考
え
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

⑤
安
眠
の
た
め
に
大
切
な
の
は
環
境
づ
く
り

　
安
眠
に
必
須
な
の
が
、
寝
る
ま
で
の
環
境
づ
く
り
で
す
。
寝
室

環
境
は
室
温
20
℃
前
後
、
湿
度
40
～
60
％
、
寝
具
内
温
度
30
℃

前
後
に
保
つ
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
入
眠
前
の
入
浴
も
大
事
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
入
浴
は
眠
る
1
～

2
時
間
前
、
お
湯
の
温
度
は
40
度
弱
く
ら
い
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
寝
室
の
照
明
は
暖
色
系
の
薄
暗
い
感
じ
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
白

色
の
照
明
や
明
る
い
照
明
は
目
を
覚
ま
す
作
用
が
あ
り
ま
す
。

　

入
眠
前
の
ス
マ
ホ
や
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
の
使
用
は
覚
醒
効
果
が
あ

り
、
控
え
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
寝
床
は
眠
る
た
め
だ
け
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
四
万
十
町
国
保
大
正
診
療
所

入
吉
宏
紀
・
中
澤
彩
花
・
大
川
剛
史
（
執
筆
）

睡
眠
の
お
は
な
し
③

睡
眠
の
質
を
あ
げ
る
た
め
に

健診・相談 日　付 時　間 場　所 お問い合わせ

赤ちゃん相談 8/3（水） 13:30 〜16:00 窪川地域子育て支援センター

健康福祉課((

22-3115
4か月児・7か月児
健診 8/17（水） 対象者に個別通知 窪川地域子育て支援センター

1歳 6か月児健診 7/20（水） 対象者に個別通知 四万十町役場東庁舎

母乳相談 8/18（木） 9:30 〜11:30 十和地域子育て支援センター 十和　町民生活課((

28-5112

子育て通信

24時間年中無休無料 ▶健康・医療・介護・育児相談
▶医療機関情報の提供しまんと健康ホットライン ☎0120-788-410

健康診査・がん検診
内　容 日　付 時　間 場　所 お問い合わせ

胃がん、結核・肺がん、大腸がん、
若者健診、特定健診、後期高
齢者健診

7/21（木） 8:30 〜10:30
大正健康管理センター 大正　町民生活課((

27-01127/22（金） 8:30 〜10:30

8/5（金） 7:30 〜 9:30 立西町民会館

健康福祉課((

22-3115
子宮頸がん検診 8/3（水）

9:00 〜11:00
四万十町役場東庁舎

13:00 〜15:30

乳がん・子宮頸がん検診 8/8（月）
9:00 〜11:00

四万十町役場東庁舎
13:30 〜15:30

健 康 広 場

四万十町通信一令和 4年７月号 四万十町通信一令和 4年７月号19 18



Information

国民年金保険料　納付のご案内

農地中間管理事業について

国民健康保険にご加入の
みなさまへ

　令和 4 年 4 月～令和５年 3 月分の国民年金保険料は、
月額 16,590 円です。日本年金機構から送られる納付書
により、納付期限までに銀行などの金融機関、郵便局、コ
ンビニエンスストアで納めてください。
　また、クレジットカードによる納付やインターネット等を
利用しての納付、そして便利でお得な口座振替もあります。

付加保険料制度について
　付加保険料制度は、国民年金の一般保険料に加えて付
加保険料（月 ４々００円）を納めることにより、老齢基礎年
金に付加年金が上乗せされる制度です。
　付加保険料を納めるためには、申し込みが必要であり、
申し込みをした月分から付加保険料を納めることになりま
す。
　お手続きをご希望の方は、市区役所及び町村役場また
はお近くの年金事務所へ速やかにお申し出ください。

年金相談・お手続きの際は、ぜひご予約を！
　日本年金機構の全国の年金事務所では、年金相談や年
金請求手続きについて、「事前予約」を行っています。お
待たせ時間の少ない「予約相談」をぜひご利用ください。
予約相談希望日の 1 か月前から前日まで受付しています。
お申込みの際は、基礎年金番号のわかるもの（年金手帳
や年金証書など）をご用意ください。
　ご予約方法は、全国共通の予約専用受付電話「0570-
05-4890」、または、お近くの年金事務所に、電話・来訪
時にお申込みください。
■お問い合わせ先
　高知西年金事務所　

((

０88-875-1717
　町民課　　　　　　

((

２２-３１１７
　大正　町民生活課　 

((

２７-０１１２
　十和　町民生活課　 

((

２８-５１１２

　農地中間管理事業とは、営農規模を縮小される方や離
農される方、農地を相続したが農業をされない方より農地
中間管理機構（以下「機構」）が農地を借り受け、営農規
模の拡大や新規就農をされる方へと貸し付ける事業です。
また、お互いの農地を交換することで農地の集約が図れ
る場合にも活用できる内容となっております。
　機構とは、「信頼できる農地の中間的な仲介者」として
高知県農業公社がその役割を担っています。農地の貸し
借りを希望される方は、一度農地中間管理事業の活用を
考えてみてはいかがでしょうか。
　また、この事業に協力していただいた方には農地集積協
力金が交付される場合がありますが、一定の要件がありま
すので、詳しくはお問い合わせください。
■お問い合わせ先
　高知県農業公社 

((

０88-823-8618
　農林水産課 

((

２２-３113
　大正　地域振興課 

((

２７-０111
　十和　地域振興課 

((

２８-５111

70 歳から 74 歳の方へ
　国民健康保険高齢受給者証の有効期限は７月 31 日で
す。
　７月下旬に新しい受給者証を郵送しますので、８月１
日からご利用ください。
　自己負担割合は令和４年度町県民税の課税状況により
次のとおりです。
※３割　一定以上所得者
　（課税所得が 145 万円以上の方が属する世帯の方）
※２割　上記以外の方

各認定証の更新の時期です
　現在交付中の限度額適用認定証などの有効期限は７月
31 日です。
　８月からも引き続き必要な方は、印鑑と保険証をご持
参のうえ、町民課または、大正・十和地域振興局町民生
活課で更新手続きをお願いします。
■お問い合わせ先
　町民課　　　　　　

((

２２-３１１７
　大正　町民生活課　 

((

２７-０１１２
　十和　町民生活課　 

((

２８-５１１２

お知らせ

お知らせ

お知らせ

お知らせ子育て世帯生活支援特別給付金
のお知らせ

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で低
所得の子育て世帯（ひとり親世帯を除く）の生活の支援
を行う観点から、特別給付金を支給します。

▼支給対象者
次の①及び②に当てはまる子育て世帯の方
① 平成 16 年４月２日（障害児は平成 14 年４月２日）

から令和５年２月 28 日までに生まれた児童を養育
する父母等

② 令和４年度住民税 ( 均等割 ) が非課税の方、または
令和４年１月１日以降の収入が急変し、住民税非課
税相当の収入になった方

※ひとり親世帯分の給付金を受けた方は対象外となり
ます。

▼支給額　児童一人当たり　一律５万円
▼手続き

① 児童手当または特別児童扶養手当の受給者で、住民
税非課税の方は申請不要です。

② ①以外の方は申請が必要です。

▼受付開始時期
　令和４年７月下旬の受付開始を予定しています。
■お問い合わせ先　町民課　

((

22-3117

お知らせ

令和３年度行政評価結果の公表
について

　本町では、町の最上位計画である「第２次四万十町総
合振興計画」を推進するにあたり、これまで実施してきた
事務事業の成果や、計画に掲げる施策目標等の進捗状況
を確認するため、毎年度行政評価を実施しています。こ
の度、総合振興計画の施策体系に定める施策目標のうち、

（１）農畜産業の振興、（２）林業・水産業の振興、（16）
自然環境の保全、（17）低炭素・循環型社会の推進に関
連する事務事業について事業評価を実施しましたので、お
知らせいたします。なお、詳しくは町のホームページまた
は役場本庁舎、興津出張所、大正・十和地域振興局の閲
覧コーナーにてご覧ください。

お知らせ

施策目標 事業数 内部評価結果
継続 拡充 縮小 完了

（１）農畜産業の振興 30 28 1 0 1
（２）林業・水産業の振興 14 14 0 0 0
（16）自然環境の保全 10 8 1 0 1
（17）低炭素・循環型
　　  社会の推進 5 5 0 0 0

計 59 55 2 0 2

■お問い合わせ先　企画課　

((

２２-３１２４

定期監査・行政監査の結果に
ついて

　監査委員は、地方公共団体が地方自治法の定めにより、
配置をする執行機関です。監査委員は、定期監査として
毎会計年度少なくとも１回以上、期日を定めて町の財務に
関する事務の執行や経営にかかる事業の管理について監
査を行います。また監査委員は、行政監査として必要が
あると認めるときは、財務以外の事務についても監査を行
うことができます。
　本町では、定期監査を実施する際には行政監査を兼ね
ることとし、広く町の事務全般について監査を行い、その
結果を公表しています。結果は、四万十町役場、大正地
域振興局、十和地域振興局前の掲示場に掲示しています。
議会図書室でも閲覧できます。
■お問い合わせ先　監査委員事務局　

((

２２-３126

８月１日（月）
献血車がやってくる！

　輸血用献血へのご協力をお願いします。
　本町では、献血事業を計画しています。今月、四万十
町役場東庁舎に献血車がやってきます。献血へのご協力
をお願いします。

▼献血日　令和４年８月１日（月）

▼時　間　10：00 ～ 12：00　　13：15 ～ 16：00

▼場　所　四万十町役場　東庁舎１F 地域交流センター
　　　　　多目的ホール・東庁舎駐車場

▼採血量　４００ｍｌ　　　　　　　　　　　　

▼採血基準　男性　１７歳～６９歳　女性　１８歳～６９歳　
　　　　　　体重…５０㎏以上の方

▼お願い
本人確認…安全な献血をお願いするため、献血受付時
に身分証明の掲示をお願いしています。前回と今回の
２回連続して本人確認の可能となる証明証がご掲示い
ただけない時には、ご辞退していただくこととなって
います。お気持ちを活かせていただくためにも、ご持
参をよろしくお願いします。
●１個でいいもの…免許証・パスポート・マイナンバー
カード・写真付公的免許証など写真付きのもの
●２個必要なもの…保険証・クレジットカード・写真
なし職員証・写真なし学生証など写真なしのもの

皆さまの善意で多くの命が救われています。

▼これからの献血事業計画
●令和４年 11 月 28 日（月）
　10：00 ～ 12：00　13：15 ～ 16：00
　四万十町役場　東庁舎
●令和５年３月 23 日（木）　
　10：00 ～ 12：00　13：15 ～ 16：00
　四万十町役場　東庁舎
※上記のように予定していますので、ご協力をお願い

いたします。
■お問い合わせ先　健康福祉課　

((

２２-3115

お知らせ

アンデパンダン展
お休みします

　四万十町立美術館は、収蔵作品の点検作業のため、下
記の期間休館します。
　そのため、今年度のアンデパンダン展はお休みし、作
品募集と展示は行いません。なお、来年度は開催を予定
しております。

▼休館期間：現在休館中～令和４年 12 月 26 日（月）
◎注；通常の休館日も含みます。
■お問い合わせ先
　四万十町立図書館・美術館　

((

２２-5000

お知らせ

Information
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Event Information

募  集 高齢者肺炎球菌感染症の予防接
種について

　肺炎球菌による感染症は、高齢者の肺炎の原因で最も
多く重症化しやすいといわれています。
　高齢者や慢性疾患をお持ちの人は、肺炎球菌による感
染症を予防し重症化を防ぐため、予防接種を受けて免疫
をつけることをお勧めします。（ただし、すべての肺炎を予
防できるわけではありません。）

令和４年度の接種対象者
　四万十町にお住まいの、下記の①または②に該当する
人
①令和４年度に下記の年齢となる人（※令和４年度のみ

対象）

お知らせスクールバス運転手募集

　四万十町教育委員会では、小中学校に児童生徒を送
迎するスクールバスの運転手を募集します。下記をご
確認のうえ、提出いただきますようお願いします。

▼採用条件
大型免許または中型免許（８ｔ限定なし）などの免
許をお持ちで、29 人乗りバスの運転技能のある健康
な方

▼種　　別　年間業務委託運転手

▼年　　齢　65 歳まで

▼採用人数　若干名

▼委託期間
　令和５年４月～令和６年３月（以後、１年ごとの更新）
　※令和４年度途中から採用となる場合があります。

▼委託内容
●小中学校児童生徒の登下校時の送迎（月曜日から

金曜日）
●学校行事がある場合、土曜日、日曜日の送迎
●窪川地区、または大正地区での運行
※基本は朝１回、夕１回の運行ですが、学校の都合

により、帰りの便を２回運行していただく場合が
あります。

▼提出方法
令和４年７月 29 日（金）までに、履歴書に運転免許
証の写しを添付し、学校教育課、大正地域振興局町
民生活課または十和地域振興局町民生活課まで提出
してください。（期限以降も随時申し込むことができ
ます。）

▼採用
希望者多数の場合は、書類による選考となります。

■お問い合わせ先
　四万十町教育委員会　学校教育課（担当 武田）
　

((

２２-2594

町営住宅入居者募集

日曜市への出店者募集

四万十町商工業振興助成事業
２次（随時）募集

▼募集戸数　３戸

▼募集住宅
大奈路団地・大正南町第２団地・十川鍋谷団地

▼申込受付期限　7 月 29 日（金）必着

▼必要な書類
入居申込書・住民票・完納証明・納付状況調査同意書・
所得を証明する書類

▼その他
①申し込みは１回の募集において１世帯につき１通

に限ります。
②入居資格、申込み方法などについては建設課まで

お問い合わせください。

▼申込書配布場所
建設課、大正・十和地域振興局、興津出張所

■お問い合わせ先　建設課　

((

２２-3120

　高知市との連携事業により、日曜市
へ町の PR を兼ねた出店ができますの
で、出店者を募集します。出店を希望
される事業者の方はお問い合わせくだ
さい。

▼出店日　令和４年９月４日（日）、11 月６日（日）、
　　　　　令和５年１月 15 日（日）、３月 19 日（日）

▼間　口　３ｍ

▼出店料　無料　
■お問い合わせ先　にぎわい創出課　

((

22-3281

　四万十町では、商工業の育成等を図ることを目的に、
町内で新たに起業される方、既存事業者の方で新たに宣
伝活動や販路拡大に取り組まれる方等を応援する助成を
行っています。助成事業の活用を希望される方は、にぎ
わい創出課のホームページをご確認頂くか、下記にお問
い合わせの上、募集期間内に申請ください。

▼募集期限
　令和５年１月 31 日（火）まで

※予算の範囲内での補助となりますので、予算がなく
なり次第、募集終了となります。

　■お問い合わせ先　にぎわい創出課　

((

22-3281

募  集

募  集

募  集

対象年齢 生年月日
65 歳 昭和 32 年 4 月 2 日～昭和 33 年 4 月 1 日生

70 歳 昭和 27 年 4 月 2 日～昭和 28 年 4 月 1 日生

75 歳 昭和 22 年 4 月 2 日～昭和 23 年 4 月 1 日生

80 歳 昭和 17 年 4 月 2 日～昭和 18 年 4 月 1 日生

85 歳 昭和 12 年 4 月 2 日～昭和 13 年 4 月 1 日生

90 歳 昭和　7 年 4 月 2 日～昭和　8 年 4 月 1 日生

95 歳 昭和　2 年 4 月 2 日～昭和　3 年 4 月 1 日生

100 歳 大正 11 年 4 月 2 日～大正 12 年 4 月 1 日生

※過去に高齢者肺炎球菌予防接種「ニューモバックス NP
（23 価肺炎球菌ポリサッカライド）」を受けたことがあ
る人は対象外です。

※上記の年齢の方は、誕生日が来ていなくても、年度内
（令和４年４月１日～令和５年 3 月 31 日）であれば
接種可能です。

②接種時に 60 歳から 65 歳未満の方で、心臓、腎臓、
呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機
能で通常の日常生活が困難な程度の障害を有すると医
師が認めた者

▼接種期間
　令和５年 3 月 31 日まで

▼接種料金
　２，０００円

※生活保護受給者は、接種前に下記の各窓口で自己負
担金免除証明書発行手続きを行い、医療機関に提出
すれば自己負担金なしで接種を受けられます。

▼接種方法
　県内の受託医療機関での個別接種
■お問い合わせ先
　健康福祉課 

((

２２-３115
　大正　町民生活課 

((

２７-０１１２
　十和　町民生活課 

((

２８-５１１２

イベント

イベント

窪川花火大会

金太郎夜市

▼日　時　８月 13 日（土）16:00 ～
　　　　　花火打ち上げ時間　20:00

▼会　場　本町ポケットパーク
■お問い合わせ先　四万十町商工会　

((

２2-0465

　様々な出店の他、餅まき、盆踊り、子ども夜市などを
予定しています。
　22 日に子ども夜市を予定していますが、雨天中止で
予備日になる場合は子ども夜市のみ中止となります。

▼日　時
７月 15 日、22 日、29 日

（天候などによる中止の予備日として８月５日）
18:00 ～ 21:00 頃　※初日は 17:00 からスタート

▼会　場　四万十町本町
■お問い合わせ先　四万十町商工会　

((

２2-0465

　屋台等の出店を行います。
　本町ポケットパークにて
チャリティービアガーデン
があります。

イベント あぐりでひんやり夏フェア 2022

▼開催期間　７月９日（土）～ 18 日（月／祝日）

▼会　場　道の駅 あぐり窪川
■お問い合わせ先　道の駅 あぐり窪川　

((

２2-8848

　アイスクリームや地産の商
品の特売。
　期間限定のオリジナルグル
メを楽しめます。

募  集 社会福祉法人窪川児童福祉協会　　 
臨時職員募集

▼職務内容　保育所給食調理　

▼募集人員　１名

▼応募資格　（必要資格等）：調理師免許

▼雇用期間　採用日から令和５年３月 31 日まで

▼応募方法
自筆の履歴書（写真貼付）を事務局に提出してくだ
さい。（8:30 ～ 17:15　土・日・祝日を除く）

▼採用方法
書類および面接とし、面接日等については追って連絡し
ます。
保育パート・調理パートも募集しています。お問い合わ
せください。

■申込・お問い合わせ先
　社会福祉法人　窪川児童福祉協会事務局
　（四万十町見付町民館内）　

((

２２-3434
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Event Event

イベントイベント

イベント

イベント

四万十駄場フェス「ミニ」しまんとマルシェ

第 3 回 桂三若 落語会
 in 四万十町

四万十町読み聞かせボランティア
交流会

　令和６年度に開館予定の文化的施設を「ちょっぴり」
想像してみませんか？
　文化的施設「平面図」の解説を行ったり、絵本の読み
聞かせやブックリサイクルなどをします。図書館の開館
時間も 20 時まで延長します。「夜の図書館」へ潜入し
よう！

▼日　時　７月 15 日 ( 金 )16:00 ～ 20:00
　　　　　※図書館は通常通り開館しています。

▼会　場　町立図書館 ( 本館 )
■お問い合わせ先
　企画課　文化的施設整備推進室　

((

２2-3124

▼日　時　７月 30 日（土）16:00 ～ 20:30

▼会　場　岩本寺
■お問い合わせ先　しまんと街おこし応援団
　「！SHIMANTO（あっとしまんと）」
　

((

080-8635-2571

　町内で読み聞かせボランティアをされている方同士で、
交流してみませんか。

▼日　時　8 月 6 日（土）
　14:30 ～ 15:45（受付は 14:20 からです）

▼会　場　大正地域振興局　2 階大会議室

▼対　象
　読み聞かせボランティア、読み聞かせに興味がある方。

▼内　容
読み聞かせで人気だった本やおすすめの本を持ち寄っ
て紹介しあいましょう。絵本を１冊お持ちください。
活動していて気になること、ほかの人に聞いてみたい
ことなど話す時間を設けています。少人数に分かれて
お話ししましょう。

▼申　込
　予め図書館までお申し込みください。（参加無料）
■お問い合わせ先　四万十町立図書館
　本館　

((

２2-5000　大正分館　

((

２7-1193

イベント 子どもたちに語る
こわ〜い　おはなし会

　こわいおはなしで、きもだめし。耳で聞く（ストーリー
テリング）のおはなし会です。

▼日　時　8 月 6 日（土）　13:00 ～ 14:00

▼対　象　小学生から中学生まで

▼定　員　15 人

▼会　場　大正地域振興局　２階大会議室

▼申込先　図書館へお申し込みください
　語りは読み聞かせボランティア「えほんのはこ」と図書
館職員が行います♪
■お問い合わせ先　四万十町立図書館
　本館　

((

２2-5000　大正分館　

((

２7-1193

イベント 高岡神社 夏季大祭

　高岡神社にて、夏季大祭を執り行います。

▼日　時　８月７日（日）宵祭り　神事 18:00 ～

▼会　場　高岡神社
■お問い合わせ先　高岡神社社務所　

((

２2-3652

　磯の水産動植物の採捕については、繁殖保護を図るため禁止期間が
定められています。
　これに違反して採捕した人は、高知県漁業調整規則違反になります。
また、違反して採捕した漁獲物や、その製
品を所持・販売した場合にも、同規則により
懲役や罰金などの罰則が適用されますので
ご注意ください。

※採捕期間内であっても、漁業協同組合員以外の方は、無
断で採捕できません。

名称 禁止期間
いせえび ５月１日～９月１５日
あわび・とこぶし
あなごう・さざえ ９月１日～翌年３月３１日

てんぐさ類 ９月１日～翌年２月末日
ふのり １０月１日～翌年２月末日
あらめ １０月１日～翌年６月３０日

▼出　演　桂三若　笑福亭笑助
　　　　　ツーライス

▼前　売　一般 2,000 円
　　　　　高校生以下無料

▼日　程　７月 23 日（土）

▼時　間　開演 14:00
　　　　　（開場 13:30）
■お問い合わせ先
　窪川四万十会館　

((

２2-4777

　６回目となる「しま
んとマルシェ」。カレー
を中心とした店舗の出
店を予定。窪川高校、
四万十高校の出店もあ
ります。

［お問い合わせ先］　農林水産課　

((

22-3113

密 漁 は 犯 罪 で す
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今
月
の

　

間
伐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
朝
霧
森
林
倶
楽
部
」
の

事
務
局
を
預
か
る
湯
浅
さ
ん
。
朝
霧
森
林

倶
楽
部
は
、
平
成
16
年
に
湯
浅
さ
ん
を
含

む
4
名
ほ
ど
の
有
志
で
発
足
し
、
平
成
27

年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
な
り
、
ま
す
ま
す
精

力
的
に
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
！

　

湯
浅
さ
ん
は
、
元
高
知
県
の
職
員
で
す
。

ご
出
身
は
福
岡
県
。「
農
家
の
息
子
と
し
て

育
っ
た
こ
と
が
、
い
つ
か
田
舎
に
住
む
こ

と
に
な
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ
う
な
気

は
し
ま
す
」
と
ご
本
人
。
高
知
大
学
へ
の

進
学
を
機
に
高
知
県
在
住
と
な
り
ま
し
た
。

県
の
職
員
だ
っ
た
湯
浅
さ
ん
は
、
須
崎
土

木
事
務
所
窪
川
支
所
（
現 

四
万
十
町
事
務

所
）
に
赴
任
さ
れ
て
い
た
時
代
が
あ
っ
て
、

こ
れ
が
、
窪
川
と
の
縁
の
始
ま
り
と
も
い

え
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
こ
の
頃
、
湯
浅

さ
ん
は
影
野
に
あ
る
禅
寺
で
「
禅
を
組
む

こ
と
」
に
勤
し
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
3
月
に
退
職
し
た
湯
浅
さ
ん

は
、
以
前
か
ら
決
意
し
て
い
た
1
年
間
の

禅
寺
で
の
修
行
を
前
に
、
な
ん
と
、
四
国

八
十
八
箇
所
・
歩
き
遍
路
に
挑
戦
。「
禅
寺

で
の
修
行
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
く
ら
い
の

こ
と
を
や
っ
て
み
な
い
と
！
」
と
い
う
思

い
だ
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。「
自
分
だ
め
し
」

の
意
味
も
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
、

と
う
と
う
歩
き
遍
路
を
完
歩
。
念
願
の
信

州
・
長
野
市
に
あ
る
禅
寺
で
の
修
行
に
入
っ

た
の
で
し
た
。

　
平
成
19
年
6
月
、
１
年
間
の
修
行
を
終
え

た
湯
浅
さ
ん
は
、窪
川
に
「
戻
り
」
ま
し
た
。

と
い
う
の
も
、
か
な
り
前
か
ら
窪
川
に
住

む
こ
と
を
決
め
て
い
て
、
す
で
に
現
在
の

地
に
家
を
建
て
て
あ
っ
た
の
で
す
。
驚
く

こ
と
に
、
ご
自
宅
の
あ
る
敷
地
は
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
を
湯
浅
さ
ん
自
身
が
重
機
を
操
っ

て
整
備
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。
ご
本
人
曰
く

「
県
庁
勤
務
の
時
代
か
ら
、
将
来
は
広
い
土

地
で
庭
木
を
育
て
な
が
ら
暮
ら
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
」

　
さ
ら
に
「
少
し
は
お
金
が
入
っ
て
く
る
よ

う
な
こ
と
も
し
な
く
て
は
！
」
と
考
え
た

湯
浅
さ
ん
は
、
木
の
器
づ
く
り
な
ど
の
木

工
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
。
大
分
県
・

湯
布
院
で
工
房
を
営
む
方
が
指
南
の
た
め

に
、
わ
ざ
わ
ざ
何
度
も
足
を
運
ん
で
く
れ

ま
し
た
。
木
の
器
づ
く
り
を
や
っ
て
み
よ

う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
以
前
、
屋
久

島
に
行
っ
た
時
に
、
屋
久
杉
で
作
っ
た
「
ぐ

い
呑
み
」
に
心
奪
わ
れ
た
思
い
出
が
あ
っ
た

こ
と
。「
食
器
な
の
に
、
木
が
持
っ
て
い
る

神
秘
的
な
生
命
力
を
感
じ
た
」
と
い
い
ま

す
。
湯
浅
さ
ん
が
作
る
器
は
、
ウ
レ
タ
ン

樹
脂
で
は
な
く
漆
を
使
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
漆
の
技
術
も
、実
に
３
年
間
、週
に
1
回
、

高
松
に
勉
強
に
通
っ
て
身
に
つ
け
た
と
い

う
か
ら
、
そ
の
熱
意
と
行
動
力
に
は
脱
帽
！

工
房
名
は
、
木
に
お
礼
を
す
る
と
い
う
意

味
で
「
木
礼
塾
」。

　

湯
浅
さ
ん
に
は
、
モ
ッ
ト
ー
と
い
う
か
、

生
活
を
支
え
る
三
つ
の
要
素
が
あ
る
そ
う

で
す
。
そ
れ
は「
３
Ｋ
」な
ら
ぬ
三
つ
の「
き
」

＝
禅
の
「
気
」・間
伐
な
ど
の
山
林
の
「
木
」・

木
の
器
の「
木
」な
の
だ
と
か
。
な
る
ほ
ど
、

そ
の
通
り
の
生
活
を
送
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
！！

▲庭木の周りを「コッコ庵」の住人（鶏）たちが遊ぶ。

三
つ
の
「
き
」
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
！！

湯
ゆ あ さ

浅  文
ふ み ひ こ

彦 さん

Topics & Report

区防犯功労者表彰　１名が受賞
安 全 安 心 な ま ち づ く り に 貢 献

万十町子ども会ソフトボール大会開催
四 万 十 町 か ら は ３ チ ー ム が 参 加

13回四万十町硬式テニス大会開催
好 天 に 恵 ま れ テ ニ ス を 楽 し み ま し た

地

四 第

　町内で地域安全活動に取り組む、竹添文明さん（四万
十町興津）がこのたび地域安全協議会より地区防犯功
労者表彰を受賞されました。竹添文明さんは長年に渡
り、特殊詐欺被害防止・鍵掛け・交通事故防止を呼び
かけたり、興津保育所での誘拐被害防止教室に参加す
るなど多方面から地域安全活動に尽力されており、安
全安心なまちづくりに大きく貢献されています。今回
の受賞はそれらの功績が認められたものです。

　令和４年５月 22 日（日）、四万十町子ども会ソフトボー
ル大会が窪川運動場多目的広場で開催されました。大
会当日は非常に暑い日となりましたが一生懸命に汗を流
し、集中したプレーを見せてくれました。四万十町から
は３チームの参加で、田野々スポーツ少年団が決勝ま
で駒を進めましたが、惜しくも準優勝となりました。

 優　勝　梼原ファイターズＪＳＣ
 準優勝　田野々スポーツ少年団
 第３位　仁淀ブルージュニア

　令和４年５月 22 日（日）、四万十町窪川運動場テニ
スコートで第 13 回四万十町硬式テニス大会が開催され
ました。今年は県内各地から男子６ペア、女子３ペア
が集まり開催出来ました。天気も良好で、みなさんテニ
スを楽しみ、無事大会を終えることができました。

優　勝　中島・大川　ペア
準優勝　壬生・武内　ペア
第３位　坂出・田口　ペア

優　勝　室谷・横山　ペア
準優勝　竹嶋・壬生　ペア
第３位　宮脇・伊藤　ペア

▶

竹添文明さん（写真中央）

▶

準優勝した田野々スポーツ少年団

▶

女子入賞

▶

男子入賞

結　果

決勝戦  スコア

男子の部

女子の部

チーム名 一 二 三 四 五 合計
田野々スポーツ少年団 0 0 0 1 0 1
梼原ファイターズＪＳＣ 1 1 2 0 × 4
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町のうごき 四万十川の
水質状況

四万十町通信

（5月31日） 人口 前月比 出生 死亡 転入 転出
男 7,616 - ３ 男 4 13 19 13
女 8,308 - 6 女 2 18 19 9
計 15,924 - ９ 計 6 31 38 22

世帯数 8,198 - ２ （５月中の届出）

窪川地域 11,299人　大正地域 2,212人　十和地域 2,413人

適正値（mg/ｌ） 6月10日
リン酸 ≦  1.0 測定範囲以下
硝　酸 ≦  0.5 測定範囲以下

アンモニウム ≦  5.0 測定範囲以下
アニオン活性剤 ≦  1.0 5.209

化学的酸素要求量 ≦ 10.0 0.25
調査：大正（吾川）
資料：四万十高校自然環境部
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土佐
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②
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。
田
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に
は
神
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や
お
寺
が
数
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あ
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。

　

ま
ず
神
社
。
先
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で
も
ふ
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ら
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請
と
さ
れ
る
熊
野
神
社
、
地
区
の
産
土
神
で
あ

る
河
内
神
社
、
そ
の
礎
と
も
い
わ
れ
る
皇
子
宮
、

素
戔
嗚
尊
（
素
戔
嗚
尊
＝
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
）

を
祀
る
椵
木
（
も
み
の
き
）
神
社
、
龍
王
さ
ん
と

呼
ば
れ
て
い
る
海
津
見
（
わ
だ
つ
み
）
神
社
、
農

業
の
神
様
と
さ
れ
る
七
夕
神
社
、
昭
和
30
年
に
伊

予
の
霊
峰
石
鎚
山
か
ら
勧
請
し
た
と
い
う
石
鎚
神

社
、
ま
た
以
前
は
金
比
羅
宮
も
あ
っ
て
、
皇
子
宮

に
移
さ
れ
た
後
、
海
津
見
神
社
に
分
祀
さ
れ
た
と

聞
く
。

　

次
に
お
寺
で
あ
る
。「
紀
州
か
ら
の
Ｉ
タ
ー
ン
」

と
も
言
え
る
田
那
邉
家
に
つ
い
て
は
先
月
号
で
少

し
書
い
た
が
、
そ
の
菩
提
寺
と
し
て
開
か
れ
た
と

い
う
五
松
寺
、
熊
野
神
社
の
神
宮
寺
と
し
て
そ
の

境
内
に
あ
る
長
楽
寺
、
さ
ら
に
、
前
の
森
林
組
合

事
務
所
辺
り
に
茶
堂
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
大
正

末
期
か
昭
和
初
期
に
別
の
場
所
に
移
さ
れ
た
が
、

昭
和
23
年
の
大
火
に
よ
り
焼
失
し
た
と
い
う
。
そ

の
後
有
志
に
よ
っ
て
鉄
道
脇
に
小
さ
な
お
堂
が
建
て

ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
も
う
ひ
と
つ
、
檮
原
川
を
吾

川
へ
渡
っ
て
川
沿
い
を
少
し
上
っ
た
道
路
脇
に
小
さ

な
小
さ
な
祠
が
あ
る
。
耳
神
様
と
い
う
。
こ
の
耳

神
様
は
そ
の
名
の
通
り
、
耳
の
病
に
ご
利
益
が
あ

る
と
さ
れ
、
祠
の
前
に
は
、
穴
の
開
い
た
小
石
が
い

く
つ
も
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
耳
の
通

り
が
良
く
な
る
よ
う
に
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
耳
神
様
は
熊
野
神
社
社
務
所
裏

に
も
あ
る
。
2
カ
所
と
も
昔
の
往
還
道
の
脇
に
あ

る
の
だ
が
、
吾
川
の
祠
は
、
田
野
々
と
十
和
と
の

出
入
り
口
に
あ
る
。
社
務
所
裏
の
祠
は
瀬
里
と
の

出
入
り
口
に
あ
た
る
。
地
区
の
東
と
西
の
両
玄
関

口
に
耳
神
様
を
置
い
た
理
由
は
わ
か
ら
な
い
。

　

さ
て
、
田
野
々
の
近
代
史
の
中
で
記
し
て
お
か

ね
ば
な
ら
な
い
の
が
、
昭
和
23
年
の
大
火
災
で
あ

る
。
3
月
4
日
午
後
8
時
半
頃
、
大
正
橋
あ
た
り

に
あ
っ
た
営
林
署
機
械
工
場
か
ら
出
火
。
当
日
は

空
気
が
乾
燥
し
て
い
た
。
火
は
折
か
ら
の
北
北
東

の
風
を
何
倍
も
の
風
力
に
変
え
、
あ
っ
と
言
う
間

に
広
が
っ
た
。
そ
し
て
町
の
半
分
以
上
を
焼
き
尽

く
し
、
翌
5
日
午
前
4
時
半
に
よ
う
や
く
鎮
火
し

た
。
河
内
神
社
に
あ
る
楓
の
木
に
は
、
今
も
焦
げ

つ
き
痕
が
残
っ
て
い
て
、
大
火
の
凄
ま
じ
さ
を
物

語
っ
て
い
る
。
当
時
の
被
害
状
況
と
復
旧
へ
の
苦
労

は
、
大
正
町
史
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。

　

田
野
々
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
。
田
野
々
の
街
へ
向
か
う
旧
道
の
入
口

に
熊
野
神
社
が
あ
っ
て
、
西
へ
向
か
う
国
道
は
そ
こ

を
左
へ
大
き
く
膨
ら
み
バ
イ
パ
ス
に
入
る
。
檮
原
川

へ
張
り
出
す
よ
う
に
走
っ
た
後
「
陸
地
」
に
戻
る
。

何
か
を
避
け
る
よ
う
に
作
ら
れ
た
こ
の
ル
ー
ト
。

そ
う
、
樹
齢
千
年
に
も
届
こ
う
か
と
い
う
樹
木
た

ち
が
植
生
す
る
熊
野
神
社
の
鎮
守
の
森
を
守
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
鎮
守
の
森
周
辺
に
あ
る
海

津
見
や
、
重
要
文
化
財
の
旧
竹
内
家
住
宅
へ
の
配

慮
も
あ
る
。
計
画
当
初
の
案
で
も
、
そ
れ
な
り
の

配
慮
が
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
保
護
に
は
ま
だ

不
十
分
と
い
う
こ
と
で
更
な
る
設
計
の
見
直
し
が

行
わ
れ
、
現
在
の
ル
ー
ト
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

終
わ
り
に
、
現
在
の
田
野
々
を
象
徴
す
る
大
切

な
「
お
城
」
に
つ
い
て
。
先
月
号
で
は
、
中
世
の

田
野
々
を
象
徴
す
る
三
つ
の
山
城
の
こ
と
を
書
い
た

が
、
現
在
も
田
野
々
に
は
三
つ
の
城
が
あ
る
。
田

野
々
小
学
校
・
大
正
中
学
校
・
四
万
十
高
校
と
い

う
「
学
び
の
城
」
で
あ
る
。
中
世
の
山
城
と
は
そ

の
目
的
は
ま
っ
た
く
違
う
が
、
地
域
の
象
徴
で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。「
認
定
こ
ど
も
園
た
の
の
」

を
含
め
れ
ば
、
幼
・
小
・
中
・
高
と
そ
ろ
っ
て
い
る
。

さ
す
が
首
都
・
田
野
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら
学
び
の

城
に
出
入
り
す
る
子
ど
も
た
ち
の
声
や
息
遣
い
が
、

首
都
・
田
野
々
の
今
を
支
え
て
い
る
よ
う
に
思
え

て
な
ら
な
い
。

先

穴の空いた石が奉納されている
耳神様

※
現
在
「
田
野
々
」
は
「
大
正
」
に
字
変
更

し
て
い
ま
す
が
、
便
宜
上
「
田
野
々
」
と

表
記
し
て
い
ま
す
。


